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資⾦の借⼊に関するお知らせ 2

当社は1⽉22⽇に発⾏済株式総数⽐で7.55%相当の⾃⼰株取得を実施しました

当社の創業者である荻島⽒が保有する⼀部の持分を取得したものです

⾦額ベースでは約6億円の規模で、⼀旦は⼿元資⾦を⽤いて実施していました

これにより、手元現預金の水準を、自己株取得の実施前に戻すことができます

M&Aを含む戦略的な選択肢の幅と規模を、より広く・⼤きく持つことが狙いです

なお、金利水準の切上がりが続く中でも、借入金利は相応に抑えた水準です

今回、そのほぼ同額につき、銀⾏借⼊による資⾦調達を⾏うことを決めました企業向けIT（B2B）事業者で
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主要株主の異動のお知らせ 3
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本件による影響と今後の⽅針 9

本契約の締結及び借⼊の実⾏による2026年8⽉期の業績への影響は軽微です

⽇本における負債の調達コストは諸外国に⽐べて低く、負債を上⼿に活⽤する
ことで、今後、当社の加重平均資本コスト（WACC）を引き下げていく⽅針です

引き続き当社は「企業価値・株主価値の拡⼤」を追求し、その継続的な拡⼤に
コミットします
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